
(57)【要約】

【課題】　安定した切刃位置精度が得られるバランスの

良いクランプ性能を備えるとともに作業操作性に優れた

スローアウェイ式切削工具を提供する。

【解決手段】　被削材を加工するための切刃４を備えた

略多角形板状の切削インサート３と、該切削インサート

３を先端部に装着するための取付部５を具備したホルダ

２と、からなるスローアウェイ式切削工具１において、

前記ホルダ２は切削インサート３を固定するための押圧

支持部１５を少なくとも２つ有したクランプ部材１２を

備えるとともに、前記切削インサート３は少なくとも上

面１４に前記押圧支持部１５と当接する凹部１６を備え

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ホ ル ダ 先 端 の 取 付 部 に 、 被 削 材 を 加 工 す る た め の 切 刃 を 備 え た 略 多 角 形 板 状 の 切 削 イ ン サ
ー ト を 装 着 し た ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 に お い て 、 前 記 ホ ル ダ に 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を
固 定 す る た め の 押 圧 支 持 部 を 少 な く と も ２ つ 有 し た ク ラ ン プ 部 材 を 備 え る と と も に 、 前 記
切 削 イ ン サ ー ト の 少 な く と も 上 面 に 前 記 押 圧 支 持 部 の そ れ ぞ れ と 当 接 す る 凹 部 を 備 え て 、
該 凹 部 に 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 押 圧 支 持 部 を 嵌 合 さ せ る よ う に 押 圧 し て 前 記 ス ロ ー ア ウ ェ イ
チ ッ プ を ク ラ ン プ す る こ と を 特 徴 と す る ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 凹 部 の う ち 最 も 先 端 側 に 位 置 す る 先 端 側 凹 部 が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 前 記 上 面 全 長
長 さ に 対 す る 中 央 点 よ り 先 端 側 に 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ
イ 式 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 凹 部 の う ち 最 も 後 端 側 に 位 置 す る 後 端 側 凹 部 が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 前 記 上 面 全 長
長 さ に 対 す る 中 央 点 よ り 後 端 側 に 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ
イ 式 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 押 圧 支 持 部 間 の 長 さ が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 上 面 全 長 長 さ の １ ０ ～ ８ ０ ％ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ク ラ ン プ 部 材 を 後 端 側 に 偏 芯 さ せ な が ら ク ラ ン プ す る こ と に よ り 前 記 押 圧 支 持 部 に て
前 記 凹 部 を 下 後 端 方 向 に 引 き 込 む よ う に 押 圧 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず
れ か 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 押 圧 支 持 部 と 前 記 凹 部 と の 接 触 面 が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 背 面 側 に 向 か っ て 傾 斜 し て
お り 、 前 記 押 圧 支 持 部 に て 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 下 背 面 方 向 に 引 き 込 む よ う に 押 圧 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 背 面 側 主 側 面 に 傾 斜 面 を 有 し た 突 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 傾 斜 面 が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 上 面 か ら 下 面 側 に 向 か っ て 先 端 か ら 後 端 側 に 傾 斜 す る
請 求 項 ７ 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 被 削 材 を 加 工 す る た め の 切 刃 を 備 え た ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 、 特 に 溝 入 れ
加 工 や 突 切 り 加 工 を 行 う た め の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 溝 入 れ 加 工 や 突 切 り 加 工 を 行 う た め の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 の 切 削 イ ン サ ー ト 拘 束
方 法 に 関 し て は 、 ね じ を 用 い た 拘 束 方 式 が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に
は 切 削 イ ン サ ー ト 側 面 中 央 に 開 口 し た ク ラ ン プ 穴 に ね じ を 挿 入 し て ホ ル ダ に ね じ 止 め す る
方 式 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の チ ッ プ を 側 面 か ら ホ ル ダ に ね じ 止 め す る 構 成 で は 、 切 削 イ ン
サ ー ト 着 脱 時 に ね じ を 完 全 に は ず さ な い と 切 削 イ ン サ ー ト を 交 換 す る こ と が で き な い 。 ま
た 小 物 加 工 で 多 用 さ れ る 櫛 刃 タ イ プ の 刃 物 台 を 有 す る Ｎ Ｃ 旋 盤 に 取 付 け て 使 用 す る 場 合 に
は 、 操 作 の し に く い 方 向 か ら ね じ を 挿 入 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 切 削 イ ン サ ー ト 交 換
作 業 に 時 間 が か か る 上 、 作 業 中 に ね じ を 落 と し や す く 、 作 業 性 が 著 し く 悪 い 等 の 問 題 が あ
っ た 。 さ ら に 切 刃 に 切 削 に よ る 負 荷 が 生 じ る と ね じ １ 本 で １ 箇 所 の み を ク ラ ン プ す る た め
に 切 削 イ ン サ ー ト の 回 転 方 向 に 対 す る 拘 束 力 が 弱 く て 切 削 イ ン サ ー ト が 微 小 に 回 転 し て 切
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刃 位 置 に ず れ が 生 じ て し ま い 、 加 工 精 度 が 低 下 す る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 問 題 点 を 改 善 す る た め 、 特 許 文 献 ２ で は 、 ね じ を ２ 本 用 い て 切 削 イ ン サ ー ト 側
面 に 開 口 さ れ た ２ ヶ 所 の ク ラ ン プ 穴 に ね じ を 挿 入 し ホ ル ダ へ 締 結 す る 方 式 が 記 載 さ れ て い
る （ 図 ４ 参 照 。 ） 。 さ ら に 切 削 イ ン サ ー ト の 背 面 側 に 形 成 さ れ た 凹 凸 面 （ セ レ ー シ ョ ン ：
図 示 せ ず 。 ） に よ り 切 削 イ ン サ ー ト を 位 置 決 め 拘 束 し 、 切 削 イ ン サ ー ト の 拘 束 力 を 増 し て
微 小 な 回 転 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 切 削 イ ン サ ー ト 上 方 を ね じ の 側 頭 部 で 挟 み 込 み な が ら 拘 束 面 に 押
圧 し 、 ク ラ ン プ す る 方 式 が 記 載 さ れ て い る （ 図 ５ 参 照 。 ） 。 こ の 方 式 で は 、 ね じ を 完 全 に
は ず す こ と な く ホ ル ダ 背 面 よ り 切 削 イ ン サ ー ト の 着 脱 操 作 が 可 能 で あ り 、 作 業 性 が 改 善 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ８ ６ ８ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ ３ － ５ ０ ３ ２ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ２ ９ ７ ４ ０ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 し か し な が ら 上 述 し た よ う な 特 許 文 献 ２ の イ ン サ ー ト の 側 面 ２ 箇 所 を ね じ 止 め す る 構
成 で は 、 切 削 イ ン サ ー ト の 微 小 な 回 転 を 抑 制 で き る が 、 切 削 イ ン サ ー ト 着 脱 時 に ２ 本 の ね
じ を 完 全 に は ず さ な け れ ば な ら ず 、 切 削 イ ン サ ー ト 交 換 作 業 が 著 し く 煩 雑 と な る 。 ま た 切
削 イ ン サ ー ト 交 換 作 業 中 に ね じ を 落 と し や す く 、 作 業 性 が 低 下 し て し ま う こ と は い う ま で
も な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 ま た 、 特 許 文 献 ３ の 切 削 イ ン サ ー ト 上 側 面 側 を ね じ １ 本 で 固 定 す る 方 法 で は 、 構 成 で
は 、 ね じ を 完 全 に は ず す こ と な く ホ ル ダ 背 面 よ り 切 削 イ ン サ ー ト の 着 脱 操 作 が 可 能 で あ る
が 、 ク ラ ン プ 用 ね じ １ ヶ 所 で 切 削 イ ン サ ー ト を 押 え て い る た め 切 削 時 の 負 荷 に 対 し て ク ラ
ン プ 力 が 不 十 分 で 、 か つ イ ン サ ー ト の 回 転 方 向 に 対 す る 拘 束 力 が 弱 く て 切 削 イ ン サ ー ト が
微 小 に 回 転 し て 切 刃 の 位 置 ず れ を 生 じ や す く い 、 加 工 精 度 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 す る 為 に な さ れ た も の で あ り 、 回 転 方 向 に
対 し て 強 い 拘 束 力 を 持 っ て 安 定 し た 切 刃 位 置 精 度 が 得 ら れ る ク ラ ン プ 性 能 を 備 え る と と も
に 、 作 業 操 作 性 に 優 れ た ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 の 問 題 点 を 解 消 す る た め 、 本 発 明 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 は 、 ホ ル ダ 先 端 の 取
付 部 に 、 被 削 材 を 加 工 す る た め の 切 刃 を 備 え た 略 多 角 形 板 状 の 切 削 イ ン サ ー ト を 装 着 し た
ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 に お い て 、 前 記 ホ ル ダ に 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 固 定 す る た め の
押 圧 支 持 部 を 少 な く と も ２ つ 有 し た ク ラ ン プ 部 材 を 備 え る と と も に 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト
の 少 な く と も 上 面 に 前 記 押 圧 支 持 部 の そ れ ぞ れ と 当 接 す る 凹 部 を 備 え て 、 該 凹 部 に 前 記 ク
ラ ン プ 部 材 の 押 圧 支 持 部 を 嵌 合 さ せ る よ う に 押 圧 し て 前 記 ス ロ ー ア ウ ェ イ チ ッ プ を ク ラ ン
プ す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 ク ラ ン プ 部 材 の 少 な く と も ２ つ 以 上 の 押 圧 支 持 部 に て 切 削 イ ン サ
ー ト を 挟 み 込 む よ う に 拘 束 す る こ と に よ り 、 ク ラ ン プ 部 材 を 締 め 付 け る ク ラ ン プ 用 ボ ル ト
を 若 干 緩 め る だ け で 切 削 イ ン サ ー ト の 着 脱 が 可 能 に な り 、 着 脱 す る 度 に ね じ 部 材 を 外 し て
付 け 直 す 必 要 が な い こ と か ら 切 削 イ ン サ ー ト 着 脱 時 に ね じ を 落 下 さ せ る こ と は な く 、 切 削
イ ン サ ー ト 着 脱 時 は ホ ル ダ 上 方 か ら 操 作 可 能 で あ る た め マ シ ン に 装 着 し た 状 態 で も 良 好 な
操 作 性 を 得 る こ と が で き る と と も に 、 切 刃 切 削 イ ン サ ー ト の 回 転 方 向 に 対 す る 拘 束 力 が 高
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め ら れ て 切 削 イ ン サ ー ト の 微 小 な 回 転 を 抑 制 し 着 座 安 定 性 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 凹 部 の う ち 最 も 先 端 側 に 位 置 す る 先 端 側 凹 部 が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 前 記
上 面 全 長 長 さ に 対 す る 中 央 点 よ り 先 端 側 に 存 在 す る こ と に よ り 、 前 記 イ ン サ ー ト の 拘 束 力
が 向 上 す る と と も に 、 特 に 拘 束 力 が 必 要 な イ ン サ ー ト 先 端 の 切 刃 部 分 の 拘 束 力 を 高 め る こ
と が で き 、 切 刃 位 置 精 度 が 高 ま る 。 さ ら に 、 こ れ に 加 え て 、 前 記 凹 部 の う ち 最 も 後 端 側 に
位 置 す る 後 端 側 凹 部 が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 前 記 上 面 全 長 長 さ に 対 す る 中 央 点 よ り 後 端
側 に 存 在 す る こ と に よ り 、 切 削 イ ン サ ー ト の ホ ル ダ 取 付 部 へ の 拘 束 力 も 増 し て 、 ク ラ ン プ
部 材 が バ ラ ン ス の と れ た 拘 束 力 を 発 揮 す る こ と が で き る 結 果 、 精 度 が 高 く 、 か つ 安 定 し た
切 削 性 能 を 発 揮 す る 工 具 と な る 点 で 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 押 圧 支 持 部 間 の 長 さ が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 上 面 全 長 長 さ の １ ０ ～ ８ ０ ％
で あ る こ と が 、 切 削 イ ン サ ー ト の ホ ル ダ へ の 固 定 安 定 性 お よ び 切 屑 排 出 性 と マ シ ン へ の 取
付 の 妨 げ と な ら な い 点 で 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 を 後 端 側 に 偏 芯 さ せ な が ら ク ラ ン プ す る こ と に よ り 前 記 押 圧 支
持 部 に て 前 記 凹 部 を 下 後 端 方 向 に 引 き 込 む よ う に 押 圧 す る こ と が 望 ま し く 、 こ れ に よ っ て
、 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ 取 付 部 の 後 端 側 拘 束 面 に 確 実 に 押 し 当 て て 切 刃 位 置 精 度 を 高 め
る こ と が で き る と と も に 切 削 イ ン サ ー ト の 拘 束 力 が さ ら に 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 押 圧 支 持 部 と 前 記 凹 部 と の 接 触 面 が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 背 面 側 に 向 か っ
て 傾 斜 し て お り 、 前 記 押 圧 支 持 部 に て 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 下 背 面 方 向 に 引 き 込 む よ う に
押 圧 す る こ と が 、 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ 取 付 部 の 載 置 面 に 強 固 に 拘 束 し て 、 切 削 イ ン サ
ー ト の 拘 束 力 を 高 め る こ と が で き る 点 で 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 背 面 側 主 側 面 に 傾 斜 面 を 有 し た 突 部 を 具 備 す る こ と が 、 突
部 の 傾 斜 面 に 備 え ら れ た 拘 束 面 に よ り 拘 束 さ れ る た め 、 切 削 イ ン サ ー ト が 複 数 の 切 刃 を 有
す る 構 成 に お い て 、 一 方 の 切 刃 が 欠 損 し た 場 合 で も 、 他 方 の 切 刃 位 置 が 変 わ る こ と な く 位
置 決 め を 容 易 に す る こ と が で き る 点 で 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 傾 斜 面 が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 上 面 か ら 下 面 側 に 向 か っ て 先 端 か ら 後 端 側
に 傾 斜 す る 構 成 か ら な る こ と が 、 切 削 時 に 切 削 イ ン サ ー ト の 切 刃 に 生 じ る 切 削 抵 抗 に 対 抗
し て 切 刃 位 置 ず れ を 防 止 で き る 点 で 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 に よ れ ば 、 被 削 材 を 加 工 す る た め の 切 刃 を 備 え た 略
多 角 形 板 状 の 切 削 イ ン サ ー ト と 、 該 切 削 イ ン サ ー ト を 先 端 部 に 装 着 す る た め の 取 付 部 を 具
備 し た ホ ル ダ と か ら な る ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 で あ り 、 前 記 ホ ル ダ は 切 削 イ ン サ ー ト
を 固 定 す る た め の 押 圧 支 持 部 を 少 な く と も ２ つ 有 し た ク ラ ン プ 部 材 を 備 え る と と も に 、 前
記 切 削 イ ン サ ー ト は 少 な く と も 上 面 に 前 記 押 圧 支 持 部 と 当 接 す る 凹 部 を 備 え た 構 成 で あ る
こ と か ら 、 ク ラ ン プ 部 材 の 押 圧 支 持 部 が 少 な く と も ２ つ 以 上 具 備 さ れ て い る こ と に よ り 、
切 削 イ ン サ ー ト の 回 転 方 向 に 対 す る 拘 束 力 が 強 化 さ れ 、 ま た ホ ル ダ の 拘 束 面 に 確 実 に 切 削
イ ン サ ー ト を 押 さ え つ け ら れ る た め 切 削 イ ン サ ー ト の 拘 束 が 安 定 し 、 切 削 イ ン サ ー ト の 微
小 な 回 転 を 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 切 削 イ ン サ ー ト の 着 脱 時 に ク ラ ン プ 部 材 を 締 め
付 け る ク ラ ン プ 用 ボ ル ト を 若 干 緩 め る だ け で 切 削 イ ン サ ー ト の 着 脱 が 可 能 に な る と 同 時 に
、 ホ ル ダ 上 方 か ら 操 作 可 能 で あ る た め マ シ ン に 装 着 し た 状 態 で も 良 好 な 操 作 性 を 得 る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に よ り 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 1お よ び 図 ２ は 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ り 、 図 1は 本 発 明 の 第 一 の 実 施
形 態 に よ る ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 に つ い て の （ ａ ） 要 部 上 面 図 、 （ ｂ ） （ ａ ） の 側 面
図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 本 実 施 形 態 に よ る ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 （ 以 下 、 工 具 と 略 す 。 ） 1
は 、 特 に 溝 入 れ 加 工 や 突 切 り 加 工 に 適 し た も の で あ り 、 ホ ル ダ ２ 先 端 の 取 付 部 ５ に 、 被 削
材 を 加 工 す る た め の 切 刃 ４ を 備 え た 略 多 角 形 板 状 の 切 削 イ ン サ ー ト ３ を 装 着 し た 構 成 か ら
な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ホ ル ダ ２ の 取 付 部 ５ は 、 底 面 に あ た る 載 置 面 ９ 、 側 面 に あ た る 側 壁 面 １ ０ お よ び
後 端 面 に あ た る 後 壁 面 １ １ を 備 え て お り 、 イ ン サ ー ト ３ の 着 座 面 ６ 、 背 面 側 主 側 面 ７ 、 後
端 面 ８ が そ れ ぞ れ に 当 接 さ れ る よ う に イ ン サ ー ト ３ が 取 付 部 ５ に 装 着 さ れ て い る
　 さ ら に 、 イ ン サ ー ト ３ は ホ ル ダ ２ 先 端 に 備 え ら れ た ク ラ ン プ 部 材 １ ２ を ク ラ ン プ 用 ボ ル
ト １ ３ で 締 め 付 け る こ と に よ り 前 記 イ ン サ ー ト ３ の 上 面 １ ４ が 挟 み 込 ま れ た 状 態 で 押 圧 さ
れ て 、 ホ ル ダ ２ に ク ラ ン プ 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 ク ラ ン プ 部 材 １ ２ は イ ン サ ー ト ３ を 押 圧 す る た め の 押 圧 支
持 部 １ ５ を ２ つ 有 し て い る と と も に 、 前 記 イ ン サ ー ト 上 面 １ ４ に は 前 記 押 圧 支 持 部 １ ５ と
嵌 合 す る 凹 部 １ ６ を 備 え て 、 凹 部 １ ６ に ク ラ ン プ 部 材 １ ２ の 押 圧 支 持 部 １ ５ を 嵌 合 さ せ る
よ う に 押 圧 し て イ ン サ ー ト ３ を ク ラ ン プ す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 ク ラ ン プ 部 材 １ ２ の 少 な く と も ２ つ 以 上 の 押 圧 支 持 部 １ ５ に て イ
ン サ ー ト 3を 挟 み 込 む よ う に 拘 束 す る こ と に よ り 、 ク ラ ン プ 部 材 １ ２ を 締 め 付 け る ク ラ ン
プ 用 ボ ル ト １ ３ を 若 干 緩 め る だ け で 切 削 イ ン サ ー ト の 着 脱 が 可 能 に な り 、 着 脱 す る 度 に ね
じ 部 材 を 外 し て 付 け 直 す 必 要 が な い こ と か ら イ ン サ ー ト ３ 着 脱 時 に ね じ を 落 下 さ せ る こ と
は な く 、 イ ン サ ー ト ３ 着 脱 時 は ホ ル ダ ２ 上 方 か ら 操 作 可 能 で あ る た め マ シ ン に 装 着 し た 状
態 で も 良 好 な 操 作 性 を 得 る こ と が で き る と と も に 、 イ ン サ ー ト ３ の 回 転 方 向 に 対 す る 拘 束
力 が 高 め ら れ て イ ン サ ー ト ３ の 微 小 な 回 転 や 切 刃 の 位 置 ず れ を 抑 制 し 着 座 安 定 性 が 高 め ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 イ ン サ ー ト ３ は 側 面 視 で 略 平 行 四 辺 形 板 状 を な し て お り 、 イ ン サ ー ト ３ 先 端 上 部
と イ ン サ ー ト ３ 後 端 下 部 と に ２ つ の 切 刃 ４ を 具 備 す る ２ コ ー ナ ー 使 い の イ ン サ ー ト 形 状 を
し て お り 、 イ ン サ ー ト ３ の 中 心 点 に 対 し て 点 対 称 な 形 状 を な し て い る 。 そ し て イ ン サ ー ト
３ の 上 面 １ ４ に は 押 圧 支 持 部 １ ５ と 嵌 合 す る 凹 部 １ ６ を 具 備 し て お り 、 コ ー ナ ー チ ェ ン ジ
し た と き の た め に 着 座 面 ６ に も 同 様 に 凹 部 １ ６ ’ を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 凹 部 １ ６ の う ち 最 も 先 端 側 に 位 置 す る 先 端 側 凹 部 １ ６ ａ が 、 イ ン サ ー ト ３ の 前 記
上 面 全 長 長 さ Ｌ に 対 す る 中 央 点 Ｐ よ り 先 端 側 に 存 在 す る こ と に よ り 、 特 に 拘 束 力 が 必 要 な
イ ン サ ー ト ３ 先 端 の 切 刃 ４ 部 分 の 拘 束 力 を 高 め る こ と が で き 、 切 刃 ４ の 位 置 精 度 が 高 ま る
。 さ ら に 、 こ れ に 加 え て 、 凹 部 １ ６ の う ち 最 も 後 端 側 に 位 置 す る 後 端 側 凹 部 １ ６ ｂ が 、 イ
ン サ ー ト ３ の 前 記 上 面 全 長 長 さ Ｌ に 対 す る 中 央 点 Ｐ よ り 後 端 側 に 存 在 す る こ と に よ り 、 イ
ン サ ー ト ３ の ホ ル ダ ２ の 取 付 部 ５ へ の 拘 束 力 も 増 し て 、 ク ラ ン プ 部 材 １ ２ が バ ラ ン ス の と
れ た 拘 束 力 を 発 揮 す る こ と が で き る 結 果 、 精 度 が 高 く 、 か つ 安 定 し た 切 削 性 能 を 発 揮 す る
工 具 １ と な る 点 で 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 押 圧 支 持 部 １ ５ 間 の 長 さ が イ ン サ ー ト ３ の 上 面 全 長 長 さ の １ ０ ～ ８ ０ ％ で あ る
こ と が 、 イ ン サ ー ト ３ の ホ ル ダ ２ へ の 固 定 安 定 性 、 お よ び ク ラ ン プ 部 材 １ ２ 自 体 の サ イ ズ
を 、 ホ ル ダ ２ を マ シ ン に 装 着 す る 際 の 障 害 と な ら ず 、 か つ 切 屑 の 排 出 を 妨 げ る こ と な く 結
果 的 に 切 屑 処 理 性 を 良 好 な 状 態 に 維 持 で き る 点 で 望 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ク ラ ン プ 部 材 １ ２ を 後 端 側 に 偏 芯 さ せ な が ら ク ラ ン プ す る こ と に よ り 押 圧 支 持 部
１ ５ に て 凹 部 １ ６ を 下 後 端 方 向 に 引 き 込 む よ う に 押 圧 す る こ と が 望 ま し く 、 こ れ に よ っ て
、 イ ン サ ー ト ３ が 図 １ の 矢 印 Ｂ の 方 向 に 力 が か か る よ う に 拘 束 さ れ て 、 ホ ル ダ ２ の 取 付 部
５ の 後 端 側 拘 束 面 ８ に 確 実 に 押 し 当 て て 切 刃 ４ の 位 置 精 度 を 高 め る こ と が で き る と と も に
イ ン サ ー ト ３ の 拘 束 力 が さ ら に 強 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 押 圧 支 持 部 １ ５ と 凹 部 １ ６ と の 接 触 面 が イ ン サ ー ト ３ の 背 面 ７ 側 に 向 か っ て 傾
斜 し て お り 、 こ の 構 成 で ク ラ ン プ す る こ と に よ り 押 圧 支 持 部 １ ５ に 図 ２ の 矢 印 Ｃ の 方 向 に
力 が か か っ て イ ン サ ー ト ３ を 下 背 面 方 向 に 引 き 込 む よ う に 押 圧 す る こ と が で き る 。 そ の 結
果 、 イ ン サ ー ト ３ を ホ ル ダ ２ の 取 付 部 ５ の 載 置 面 ９ お よ び 側 壁 面 １ ０ に 強 固 に 拘 束 し て 、
イ ン サ ー ト ３ の 拘 束 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 イ ン サ ー ト ２ の 着 座 安 定 性 を 高 め る た め に 、 イ ン サ ー ト ３ の 着 座 面 ６ お よ
び 該 着 座 面 ６ に 当 接 さ れ る ホ ル ダ 取 付 部 ５ の 載 置 面 ９ を ２ 段 以 上 の 複 数 段 の 面 に 分 割 し て
、 前 後 の ２ 面 以 上 の 複 数 面 で 拘 束 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ３ に は 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に よ る ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 ２ １ を 示 し て
い る 。 こ こ で イ ン サ ー ト ２ ３ は 略 平 行 四 辺 形 平 板 状 の 背 面 側 主 側 面 ２ ７ に 傾 斜 面 ３ ８ を 有
し た 突 部 ３ ９ を 具 備 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 突 部 ３ ９ の 傾 斜 面 ３ ８ を 拘 束 面 と
し て ホ ル ダ ２ ２ に 当 接 す る こ と が で き る た め 、 切 刃 ２ ４ が 欠 損 し て コ ー ナ ー チ ェ ン ジ 後 に
後 端 面 ２ ８ と な る 前 逃 げ 面 ４ ０ ま で 大 き く 損 傷 し た 場 合 な ど に 、 突 部 ３ ９ の 傾 斜 面 ３ ８ を
拘 束 面 と し て ホ ル ダ ２ ２ に 当 接 す る こ と が で き る た め 、 コ ー ナ ー チ ェ ン ジ 後 の イ ン サ ー ト
２ ３ の 位 置 決 め 精 度 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き る 点 で 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 傾 斜 面 ３ ８ が 図 ３ に 示 す よ う な イ ン サ ー ト ３ の 上 面 か ら 下 面 側 に 向 か っ て 先 端
か ら 後 端 側 に 傾 斜 す る 構 成 か ら な る こ と が 、 切 削 時 に イ ン サ ー ト ３ の 切 刃 ４ に 生 じ る 切 削
抵 抗 に 対 抗 し て 切 刃 位 置 ず れ を 防 止 で き る 点 で 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 例 示 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 発 明 の 目 的 を 逸 脱 し な い 限 り 任 意 の も の と す る こ と が で き る こ と は 云 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に よ る ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 に つ い て の （ ａ ） 要 部
上 面 図 、 （ ｂ ） （ ａ ） の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に よ る ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 に つ い て の （ ａ ） 要 部
上 面 図 、 （ ｂ ） （ ａ ） の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ 、 ２ １ 　 ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 切 削 工 具
２ 、 ２ ２ 　 ホ ル ダ
３ 、 ２ ３ 　 切 削 イ ン サ ー ト （ イ ン サ ー ト ）
４ 、 ２ ４ 　 切 刃
５ 　 　 　 　 切 削 イ ン サ ー ト 取 付 部 （ 取 付 部 ）
６ 　 　 　 　 着 座 面
７ 、 ２ ７ 　 背 面 側 主 側 面
８ 、 ２ ８ 　 後 端 面
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９ 　 　 　 　 載 置 面
１ ０ 　 　 　 側 壁 面
１ １ 　 　 　 後 壁 面
１ ２ 　 　 　 ク ラ ン プ 部 材
１ ３ 　 　 　 ク ラ ン プ 用 ボ ル ト
１ ４ 　 　 　 （ イ ン サ ー ト ） 上 面
１ ５ 　 　 　 押 圧 支 持 部
１ ６ 　 　 　 凹 部
１ ７ 　 　 　 主 側 面
３ ８ 　 　 　 傾 斜 面
３ ９ 　 　 　 突 部
４ ０ 　 　 　 前 逃 げ 面
ｗ 　 　 　 　 押 圧 支 持 部 間 の 距 離
　 Ｌ 　 　 　 　 切 削 イ ン サ ー ト 全 長
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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